
   
 

          プレス・リリース 

インフォシス、ノースカロライナ州ローリーにテクノロジー・アンド・イノベーション・ハブを開

設 

 

ノースカロライナ州ローリー (2017 年 9 月 12 日):  本日、コンサルティング、テクノロジー、次世代サー

ビスのグローバル・リーダーであるインフォシス (NYSE: INFY) は、ノースカロライナ州ローリーにノースカロ

ライナ・テクノロジー・アンド・イノベーション・ハブを開設することを発表しました。このイノベーション・ハブ

は、2021 年までに 2,000 人のアメリカ人労働者の雇用を見込んでいます。今後 2 年間での 10,000

人の雇用計画に向けて当社は既に 1,200 人近いアメリカ人を雇用しています。 

この新規拠点は、2018 年前半に開設予定でローリーの新施設は 6 万平方フィート、500 人の従業

員の受入が可能です。当社のアメリカ人労働者の雇用に関する先の発表に対して更なる前進と言え

るでしょう。２年以内にローリーのイノベーション・ハブでまず 500 人を雇用し、残りの雇用は 2021 年ま

でに州内で行う予定です。 

州知事 ロイ・クーパー氏: 

イノベーション、テクノロジー、教育は、ノースカロライナ人の一部であり、このプロジェクトの過程でインフ

ォシスのリーダーはあらゆる段階においてそれが事実だということに気づいてくれました｡我々の最高レベ

ルの労働力、教育へのコミットメント、非常に優れたクオリティ・オブ・ライフが大小企業の優秀な人員

の採用・定着を支援しているのです。 

インフォシス プレジデント兼副 COO ラビ・クマール: 

ノースカロライナ・テクノロジー・アンド・イノベーション・ハブは米国の技術労働力へのインフォシスの将来

の投資の一部であり人工知能 (AI)、機械学習、データ、アドバンスト・アナリティクス、クラウド、ビッグ・

データなどにおいて最先端のソリューションを提供します。ローリーのイノベーション・インキュベーターに位

置するこの拠点はノースカロライナとその周辺地域の大切なお客様に向けた共同ソリューションの開発

を支援します。優秀で意欲的な労働力を引き付け定着させることがインフォシスにとって極めて重要

で、新設される技術拠点と共に我々がノースカロライナ・コミュニティ・カレッジ・システムと一流研究大

学近郊で共同で開発している堅固なトレーニング・プログラムが IT、ライフサイエンス、クリーンテクノロ

ジー、高度な製造業部門においてお客様により良いサービスを提供するために、インフォシスの現在の

ノースカロライナのネットワークを更に広げます。 

ローリー市長 ナンシー・マクファーレン氏:  

ローリーはインフォシスをコミュニティの重要な一員として歓迎します。過去 5 年間でテクノロジー職は国

内平均の 2 倍以上の割合で成長しており既に好調なテクノロジー経済を更に強化するでしょう。私た

ちの市とインフォシスのパートナーシップは革新を強化し、地域の企業、学校および労働力開発に利

益をもたらすことでしょう。この取り組みを共同で進めることを楽しみにしています。  

新たな雇用は、州の一流大学やコミュニティ・カレッジなどからの新卒者やインフォシスのワールドクラス

のトレーニング・カリキュラムを通してスキルを向上させたい地元の専門家などを含みます。ノースカロラ



   
イナ州に 2000 人の雇用を生み出すというインフォシスのコミットメントの一環として、ノースカロライナ・コ

ミュニティ・カレッジ・システムと提携して将来の労働力を教育するために設計したカスタム・プログラムを

作成します。 

ノースカロライナ・コミュニティ・カレッジ・システム  経済開発 VP モーリーン・リトル氏: 

インフォシスはノースカロライナ・コミュニティ・カレッジのカスタム・トレーニング・プログラムの恩恵を最大限

に引き出すことを調査しています。その目的に向かって、ウェイク・テクニカル・コミュニティ・カレッジは将

来の労働力を教育する包括的なスキルアップ・プログラムをインフォシスと提携して開発しています。私

たちは候補者が短期で実際の仕事を経験できる雇用前トレーニングと技術的およびソフトのスキルに

重点を置いた雇用後トレーニングなど計画しています。プログラムはインフォシスとウェイク・テクニカル・コ

ミュニティ・カレッジの代表者が協力して開発する予定で、企業のため、従業員のため確実に成功させ

る予定です。  

この教育へのコミットメントは、企業慈善団体である Infosys Foundation USA (米国インフォシス財

団) まで及んでいます。ノースカロライナで財団はクラスルーム・テクノロジー、コンピューター・サイエンスの

トレーニングの助成金を複数回にわたり教師や学校に提供しています。これまで助成金は 4,220 人の

生徒と 82 の学校、92 人の教師の役に立っています｡また、少数グループである女性、アフリカ系アメリ

カ人、ラテン系、都市、農村、自閉症などのグループがコンピューター・サイエンスや Maker Education

により広くアクセスできることに重点をおいて、教師のための専門的な開発、生徒のための実践的なワ

ークショップ、クラスルームのための新しいテクノロジーや教材などの助成金も提供しています。 

詳細は、www.infosys.com/american-innovation/nc をご覧ください。 

 

インフォシスについて 

インフォシスはテクノロジー･サービス、コンサルティングのグローバル・リーダーです。45 カ国におよぶクライ

アントにデジタル戦略を立案・実行しています。エンジニアからアプリケーション開発、知識管理、業務

プロセス管理に至るまで、クライアントが解決すべ問題を見つけ出し、効果的な解決を支援します。世

界中の 20 万人余りのイノベーターから成る当社のチームは様々な業種や技術に及ぶ豊富なイマジネ

ーションや知識、経験を特徴としすべてのプロジェクトにそれらを提供します。 

インフォシス(NYSE: INFY) はデジタル時代における企業の成長をサポートします。 

詳細は、 www.infosys.com をご覧ください。 

https://www.infosys.com/american-innovation/pages/nc.aspx
https://www.infosys.com/pages/index.aspx

